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8月 定例会 (1)

開 催 同 時      令和元年 8月 23日 (金) ■41時00分

開 催 場 所      県庁行政棟「教育委員会艶

1開  i 会

2 前回会議録の承認

3 議     題

O第 13号議案

長崎県文化都活動の在り方に関するガイ ドライン (案)にっいて

4報   告

‐
(1)第二期長崎県高校改革推進会議第 8回会議について

(2)第二期長崎県高校改革推進会議からの報告書提出について

(3)高校生の上海中国語研修、釜山韓国語研修、シンガポとル英語研修について

(4)高校生の活躍について

(5)プ ログラミング講座、コンテス トについて

(6)「障害のある子どもの教育の在り方に関する検討委員会」の設置にういて

(7)令和元年度 「しまの魅力に出会う日本の宝『 しま』交流支援事業」の実施について

(8)文化部活動における本県高校生の活躍について

(9)令和元年度全国高等学校総合体育大会等の結果について

(学芸文化課)

(県立学校改革推進室)

(県立学校改革推進室)

(高校教育課)

(高校教育課)

(高校教育課)

(特別支援教育課)

(生涯学習課)

(学芸文化課)

(体育保健課)





第 13号議案

(学芸文Tヒ課)

競 県文化郎活軸′の在り方に関するガイドライン (剰 に`ついて

(提案理由)

国の「文化部活動の在り方に関する総合的なガイドライン」の策定を受け、文化部

活動が生徒の発達段階に応じて適正に実施され、持続可能なものとするために「長崎

県文化部活動の在り方に関するガイドライン」を定めようとするものである。

(内  容)

はじめに

1 本ガイ ドライン策定の趣旨等

2 適切な運営のための体制整備

3 合理的でかつ効率的・効果的な活動の推進のための取組

4 適切な休養 日及び活動1時間等の設定

ち 生徒の手~ズを踏まえた環境の整備

6 学校単位で参加する大会等の見直し

終わりに

※資料 1

資料2

資料 3

「長崎県文化部活動の在り方に関するガイドライン(案)【概要】」

「長崎県文化部活動の在り方に関するガイドライン(案)」
「

大会数等の上限の目安等について (案)  t       i
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報 告 事 項 (1)
県立学校改革推進室

概  要

件  名

1 開催日 令和元年 7月 24日 (水 )

2 会議内容
・ 報告書 (案)

3 委員からの主な意見等

・農業に関する学科については、 F農業後継者」は農業従事者の中
に含まれているのかもしれないが、「今後の方向性等」の部分で、
「農業後継者」とい う言葉 とその育成について、記載 してほしい。

・併設型中高一貫教育について、前回までの各委員の意見を聞く限
り、詳細な検討が必要とい う考え方であったと思 う。 「今後の方

向性等」においては、 「慎重に検討」とした方がいいのではない

か 。                                       

｀

「通学手段の確保や通学費支援策」について記載があるが、例え

ば、 「通学手段や新 しい通学手段の構築Jな どt「通学手段の確
保」だけに留まらず、もう一歩踏み込んだ内容にできないか。

・生徒募集を考えると、県立高校も生徒の通学の利便性について、
検討し

/く

ていかなけれげならないと思う。

・少子化 とい う社会的自然現象は、 日本を動かすシステムに多大な

影響を与えているが、これに対処する特効薬はないと思 う。その

中で、高校改革においてはヽその都度、現実を見つめて知恵を出
していくしかない。

・報告書の「はじめに」の部分に記載がある(イ変化の激しい社会
においても自立的に生き、未来を切 り拓く力と、ふるさとに対す
る愛着や誇りの育成」が、今後のキーフ・ィドになる。

。第二期基本方針においても、 10年後に良い基本方針であつたと
評価されるような方針となるようにお願いしたい。

第二期長崎県高校改革推進会議第 3回会議について
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第二翔長崎曝声被改革推進会鵬からの報告書について

令和 3年度から■0年間を計画期間とする第二翔長崎県立高等学校

改革基本方針の策定に向けて、昨年6月 に設置した第二期長埼県高校

改革推進会議から、依頼した検討事項についての協議結果をまとめた

報告書が3月 19口 に提出された。

1 検討依頼事項

○社会の変化に対応 した教育制度等の改革

○少子化による生徒減少に対応した適正配置と再編整備

2 第二期長崎県高校改革推進会議の審議経過

備 考

O施策検討の視点について

○   ″

O情報提供及び質疑応答

○施策検討の視点について
※補足資料の活用

O全国高校改革状況について

○適正配置・適正規模の考え方につい

て

※データや屋敷先生の講話を受けて

①再編整備の「基本的な考え方」
②適正な学校規模の基準
③再編整備の「特例」
④小規模校の再編整備
⑤定時制・通信制課程の再編整備

○とりまとめた意見による協議

主 な 協 議 内 容

○検討依頼
○既存学科・コースの検証
O教育制度等の検証

○既存学科・コースの今後の在 り方

○教育制度等の今後の方向性
○適正な学校規模及び再編整備の検
証             、

O適正な学校規模の基準、再編整備
の方向性

O屋敷先生講話
「全国的な高校改革の状況」

○適正な学校規模の基準・再編整備
の方向性
※「論点」を提示して議論を進ある

・委員ヒアリング

※右記の項目等について

○適正な学校規模の基準、道正配置
の基準など

期  日

平成30年

6/29(金 )

13:30-15:30

7/27(金 )

13:30-16:00

8/29(水 )

13:30-15:30

11/20・ (火 )

13:30-15:40

12月 中旬
～ 1月 中旬

平成31年

2/12(火 )

13:30^Ψ 15:30

1

2

3

4

5

件  名

概  要

報 告 事 項 !(2)
県立学校改革推進室
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概 要

件  名

司中高校生の 卜歯中国語研修について

嘲 間   7月 22日 (月 )～ 8月 2日 (金)11泊 ■2日

②研修参加者  長崎県内の高校生21名 (う ち壱岐高校 15名 )

③夢修場所_ 上海外国語大学等           |
④主な研修内容 中国語研修、光明中学との交流、上海市内研修

2.高校生の金山韓国語研修について

①研修期間   7月 22日 (月 )～ 8月 3日 (上)12泊 13日

②研修参加者  長崎県内の高校生43名 (う ち対馬高校36名 )

③研修場所   釜山外国語大学校等    F
④主な研修内容.韓国語研修、大学生との交流、釜山市内研修

3.高校生のシンガポール英語研修について

①研修期間   7月 26日 (金)～ 8月 5日 (月 )10泊 11日

②研修参加者  長崎県内の高校生15名

③研修場所   ブリティンシユ・カウンシル シンガポール校等

④主な研修内容 語学研修施設における英語の授業、ホームステイ、

大学生との交流、キャリア研修 (現地日系企業訪問等)

(詳細にっいては、電子黒板により説明)

高校生の上海中国語研修、金山韓国語研修、シンガポール英語研修

について

報 告 事 項 (3)
高校教育謀
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萬機・生の活躍について

(耳 )大 会 名 「第■4回若年者ものづくり競技大会」

(主催 :厚生労働省、申央職業能力開発協会)

(2)開 催 日  令和元年 7月 31日 (水)～ 8月 1日 (木 )

(3)開催場所  福岡県

(4)成 績

①金賞/厚生労働大臣賞
「機ケ究製図(CA功 」職種 長崎工業高校 機械システム科 3年 釜我 海斗
「旋   盤」職種 島原工業高校 機械ンステム科 3年 岩永 健太郎
丁木 材 加 工」職種 長崎工業高校 イ ンテ リア科 3年 小山 美咲

②銀賞
「フライス盤」職種
「電子回路組立て」耳哉種

島原工業高校 機械システム科 2年 林田 来夢

長崎工業高校 情 報 技 術 科 3年 平村 恵人

③敢闘賞
「自動車整備」職種 長崎工業高校 機械システム科 3年 末吉 陸斗

(5)競技内容等

O職業能力開発施設や工業高校等において、企業等に就業していない技

能を習得中の 20歳以下の若年者を対象にした競技大会で、旋盤や電

気工事、本材加工等 15職種の競技種目において技能を競う全国大会。

○本県高校生は同大会において、過去に19名が金賞 (第 1位 :厚生労働
大臣賞)を獲得している。

第 14回
rp l、

機械要国α
^D

旋盤
木材加工

フライス理

電子回路

“

立

第 13回

`wanゝ

フライス選

旋控

木材加工

第 ■2回
rH 2 0ヽ

フライス盤

本材加工
自竜五童轟僣

電気工事

旋盤

第 ■■回
(■ 28)
フライス農

木材加工

自動車盛備

木材加工

第 10回
【H27)
フライス盤

木材加工

自動軽 備

旋盤

木材加工

,9回
26〕

自動車整備

本 打刀阿工

大 赫 丸l王

第

`H

8回
25う

フライス盤
木材カロエ

自動車整備

第 7回
(H24)

米材加エ

白動車整備

第 6回
(H23)

自動軽 偏

第 5回
(■ 22う

自動駐 備

第 4回
(H21)

電気工事

第 3回
(H20う

電気工事

自動鞠

第
(H

2回
19)

第 1回
(H18)

建築大エ

区 分

金 賞
l第 1位 )

銀 賞

銅 賞

件  名

概 要

報 告 事 項 (4)
高 校 教 育 課

-5-



報
´

告 事 項 (3)
高 校 教 育 課

(1)事 業 名

令和元年度サイエンス・テクノロジ‐人材育成事業 Tプログラミング講座 。コンテス ト
(主催 :高校教育課 1美経 :長崎大学地域教育総合支援ヤンター)

(2)開 催 日

プログラミング講座
プログラミングコンテス ト

揃 薄 7月 30日 つり ～3月 2日 (倒
令和元年3月  7日 (水)

(3)開催場所
: 

長崎大学 教育学部

(4)内  容 |

Oス タンダー ドヨース

Arduino互 換のマイコンボー ドを使つたプログラミング及ひとボットの制御
と身近な課題解決システムの考案

Oア ドバンネ ドコース

離岸流の計測や水位計測の装置を作るなど、身近な課題解決のためのプロ
ラミング

Oヨ ンテス トによ
―
る成果発表及び表彰

Oコ ンテス ト会場における県内大学情報関連学部の説明、情報関連企業の

(5)参加高等学校 (受講者数)

長崎東 (3)、 長崎北 (1)、 宇久 (2)、 中五島 (1)
長崎工業 (14)、 諌早商業 (2)、 長崎鶴洋 (9)、 精道三)|1台 (1)

計 8校 (33名 )

※学年別  3年 5名 、 2年 意名、 1年 20名

(6)コ ンテス ト結果

<ス タンダー ドコース>
賞

賞

賞

賞

勝
秀
一巨
障

最

優

優

佳

長崎工業高等学校  1年
長崎鶴洋高等学校 3年
長崎東高等学校  1年
長崎工業高等学校  1年
長崎ェ業高等学校  1年

大石

藤本

大串

川谷

濱端

博弥

樹紀

和輝

大真

翔太
<ア ドバ ンス ドコース>

最優秀賞  宇久高等学校    1年   永松・ 悠理

テーマ : 群岸流の計測 (海洋観測機器の開発 )

優 秀 賞  宇久高等学校   1年   狭間 富稀

テーマ : 本位の計測 .(海洋観測機器の開発)
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T障害のある子どもの教育の在り方に踏する機封委員会」の設置について

1 目的
平成 24年度から令勲 8年度までを計画期間とする 下長崎県特

別1支援教育推進基本計画」が終了することに伴い、令和 4年度か
らlo年間を計画期間とする「第二朗長崎県特別支援教育推進基
本計画 (以下、基本計画という。)」 を策定する。

基本計画の策定に向け、今後の本県の特別支援教育の在 り方に
ついて、幅広い角度からの意見を求めるため、「障害のある子ど
もの教育の在 り方に関する検討委員会」を設置する。

2 設置期間
令和元年 12月から報告書提出まで (令和 2年 9月 を予定)

3 委員構成                .
学識経験者、障害者団体等関係者、行政関係者、学校関係者、
公募委員 (20名程度を予定)※現在選考中

4 主な協議事項
○特別支援学校の環境整備と教育の充実
O幼稚園等、小 。中学校(高等学校における特別支援教育の充実
○特別支援教育に携わる教職員の専門性の向上

O関連する諸課題への対応

5 今後のスケジュール (予定)

【令和元年～2年】
○令和元年 11月
○令和元年 12月 ～令和 2年 8月

O令和 2年 9月

O令和 2年 10月 ～令和 3年 3月

委員決定

検討委員会 (計 7回予定)

報告書提出      '
次期基本計画素案作成

【令和 3年度以降】
O令和 3年度
・次期基本計画 (案)策定、ノくブリンクコメント、県議会への報告、

周知・広報

○令和 4年度～
。「第二期長崎県特別支援教育推進基本計画」スター ト

件  名

概 要

報 告 事 項 (6)
特 別 支拶 教 育誤
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概 要

件  名

1 目 的

県内の子どもを対象に、地元実行委員会が実施する「しま」のよさを活

かした体験活動を支援することで、島と本上の子 1ど もたちとの相互交流を

深めながらtふるさとを愛する心やコミュニケ■|ン ョン能力の育成を図る

とともに、国境離島の重要性についての理解を図る。

2 令和元年度実施概要
「しま」での地元産業体験や島内住民との交流iぅ 国境離島について学ぶ

教育プログラムを地元小中学生も参加し実施した。

(参加者合計 :島外 126人、島内33人 )

○就学支援世帯の子どもたちにも体験の機会を提供するため、当該世帯
に対し、食費を除く参加費の補助を行つた。

人 (参加者 38人に占める割合

人 (参力日者 40人に占める割合

人 (参加者 48人に占める割合

人 (参加者 126人に占める割合

○学生スタッフ 34人の参力日 (大学生 19人、島内高校生 15 人 )

対馬市 :24人 (長崎大 7人、県立大 2人、上対馬高4人、
豊玉高3人、対馬高8人 )

4人 (長崎大4人)  ヽ

6八 (長崎大4人〔県立大2人 )

対馬市 : 7
壱岐市 : 8
五島市 :11

言十 :26

壱岐市 :

工島市 :

18%)
20%)
23%)
21%)

王島市

壱岐市

対馬市

市町名

7/23-26
(3泊 4日 )

7//28-31
(3泊 4日 )

7//27-30
(3泊 4日 )

期 日

小4～

中3

対象者

島外
島内
計

48人
12人
60人

島外
島内
計

40人
9人

49人

島外
島内
計

38人
12人
50人

参加人数

(海水浴 ,

ツ ナ ― ム五 島見学)

迎
輝

剤

‐

歿
腫

剤

活動内容

り)

ア フ セ ン

i号召肇募】車kヨ宅

',見

掌)

令和元年度「しまの魅力に出会う日本の室『 しま』交流支援事業」

の実施について

報 告 事 項 (7)
生涯 学習課
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令不□元年度 しまの魅力に出会う 日本の宝「しま」交流支援事業報告

馬市コース

<韓国展望所見学、 p昭 ポスターの作成>
韓国展望所から韓圏は見えませんでしたが、 「国境の島」と犀ばれる所以を体感しました。
4日 F国日で、学び経験したことを班ごとにポスタとにまとめ馬覇終日に発表会を行いました。
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令不8元年度 しまの魅力に出会う 日本の宝 rしま」交流支援事業報告

岐市コース

<アワビ種苗センター見学、海水浴体験>
アワビ種苗センターでは、アヮピやゥエの種苗を生産してしヽる様子を見学しました。
海水浴では、大学生や地元の方に見守っていただき、壱岐の海を満喫しました。

__1歯 山 山 H議 山 西 翻

アワビ種苗センター見学 海水浴体験



令和元年度 しまの魅力に出会う日本の宝「しま」交流支援事業報告

島市コ‐ス

≦マグロ養殖場見学、民泊体験>
マグ回養夢盲Lについて学んだ後、船でいけすに移動し《給餌体験をしました。その後の昼食では
マグ回の束」身を堪含ヒしました。
民泊先では、魚の拐Jき殉を報えてもらい《島ならで|よの食事をしヽただきました。

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｉ

マグロ養殖場見学 民泊体験
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報 告 事 項 (3)
学芸文化誤

件 名

1 第48回全!国高等学校総合文化祭 (2019さが絡皮)

・ 大会名 :第43回今日高等学校総合文化祭佐賀大会
・ 会 翔 二令和元年7月 27日 (土)～ 8月 1日 (本)の 6日 間
・ 会ヽ場地 :佐費県内20市町
・ 本県からの参加生徒数 19部門 延べ83標i 350名
・ 表彰がある部門での主な成績

2 全国高校放送コンテス ト
。大会名 :第 66回NHK杯全国高校放送ョンテス́ト
・ 会 期 :令和元年 7月 23日 (火)～ 25日 (木)

`会 場 :東京都渋谷区NH丈ホールほか
。成 績 :次買のとおり

自然科学

自然科学

新 聞

新  聞

新 聞

弁 論

弁 論

放 送

放 送

写 真

写 真

書 道

マーチングパ

ンド・パ トント

フリング

部門・種目等

ポスター

生 物

朗ヽ読

アナウンス

マーチンク
゛
ハ
゛
ント

゛

長崎北陽台高等学校

長崎西高等学校

西陵高等学校

長崎南高等学校

長崎工業高等学校

波佐見高等学校 3年

長崎南高等学校 3年

長崎西高等学校 3年

大村高等学校 2年

佐世保北高等学校 2年

長崎南高等学校 3年

西海学園 3年

西陵高等学校

学校名・学年

生物部

生物1部

新聞1部

新 F耳月1部

新聞部

佐伯 懸甚
山口 文野

山 口 措

山劇 羅央
歳 留

松崎 網警
平井 実堂

吹奏楽部

部名・氏名

奨励賞

奨励賞

優良賞

優良賞

優秀賞

優良賞

優秀賞

優秀賞

優秀賞

奨励賞

奨励賞

特別賞

講評者特別賞

結果等

112‐



結果等

優秀賞

優秀賞

優良賞

準優勝

優良賞

優良賞

優良賞

制作奨励賞

入 選

制作奨励賞

氏名

山占 羅央

山口 賀諄
山日 逢カ

器 巖
~里!逸難

山口 譜
清デII葵桑

脚

放送部

放送部

送

韓 名 ・ 吟
留

子

大村高等学校 2年

長崎南高等学校 8年

諒早高等学校 3年

長崎 日焔 鞘 2年

長崎北高等学校 3年

長崎西高等学校 3年

長崎東高等学校 3年

島原高等学校

島原高等学校

長崎北高等学校

部門名

ア!ナ ウンス

アナウンス

アナウンス

朗 読

朗 読

朗 読

朗 読

テレビドキュメント

創作ラジオドラマ

創作ラジオドラマ

(参考)

(1)表彰数

(2)参加数

制作奨励

2 1

10

入 選

50

5 1

10

5

優良賞
6

6

6

2

優秀賞
2

2

2

1

準優勝
1

1

1

1

優 勝

1

1

1

1

菩下  F日

アナウンス

朗 読

テレビドキュメント

創作ラジオドラマ

全国大会参加数

531校

294名

294名

188作品

194作品

98作品

97作品

都道府県大会参加数
1,585校

3,641名

5,393名

388作品

5■ 作品

687作品

406作品

参加校教

アナウンス部門

朗読部門

ラジオ ドキュメン ト部門

テレビドキュメン ト部門

創作ラジオ ドラマ部門

倉J作テレビドラマ部門

-13-



第43回全国高等学校総合文化祭 (2019さが総文)入賞結果一覧

Ｉ
Ｐ
ト
ー

番
百

著8P日 種目等 学校名
部筈・

氏名 (学年)
受 賞 名 表彰内訳 作品名等

1
マーチングバンド・
バトントワリング

マーチングバンド 西陵 吹奏楽部 請評者特別賞 蹄
ち`   琴磯暴錦 Cttymn to The Sea

②You cantt stop
the beat

2 書道 西海学園 平井翼皇(3年) 特別賞
3∞作品のうち、
1名、
6名、

悩英の詩

3 写真 長崎南 松崎僑警(3年 ) 奨励賞
岬 絡ゝ 夏の音

4 写真 佐世保北 松尾 遥 (2年 ) J奨励賞 暴i覗壼割璽裂鍵畢点P朝日鶏儀機鶴 受験

5 放送 アナウンス部門 大村 山口誰笑(2年) 優秀賞
認 桂Tプ

の
,1位

8名ん1-、 参力o苦数は
オオムラザクラ

6 放送 朗読者B門 長燈西 山□幡(3年 ) 優秀賞
8グループの各1位8名ん1-、 参加苦数は
144名 空罐

7 弁論 長崎南 山口 文野 (3年 ) 優秀賞 (3位 ) 鶴 戦甚議恣署賞
1名、文化長宙賞1 運もれすに生きる

8 弁論 波佐見 佐伯態落(3年 ) 優良賞 (11位 ) 鶴 碧甚露恋詈事1名 支ヽイし長宙賞1 障碍者であつて、障害
者ではない

9 新聞 長崎工業 新聞部 優秀賞 謹翌督辮
のう錦 優秀賞

P袂
蜘 、工業っ子

10 新間 長崎南 新間部 傷自営 竃樫鎚認♂のPち
、最優藷

T5校
、腹を強コ蕪 長崎南高新聞

11 新聞 西陵 新聞部 優良賞 議習瞥ム認 ♂
の
Pち,最優藩賞5校、優秀賞7校、

西陵高校新聞

12 自然科学 生物分野 長崎西 生物部 H奨励賞 篇蕃難
Orのうち、最暉秀幽1件、優秀賞2牛、曇

13 自然科学 ポスター (パネル),と表 長崎北陽台 生物部 奨励賞
書薔鞠

文吉B科学大臣賞1件、文化庁長
フジツポの活生に関す
る研究 ～ドロフジツ
ボの量生の謎に迫る～



卸 瀧

窮解者犠剛賞
(西陵・吹楽桑部)

特団賞
(西海学□ 個人)

異励賞
(長 崎 南・ 閥

(佐世保北・ 個人)

観
(六村・ 個人)

(長崎西・ 飼カ

優汚賞
(長崎南・個人)

優良賞
(波佐見・個人)

優汚賞
(長崎工業・新聞部)

優良賞
(長崎南・ 新聞部)

(西陵 。新聞部)

奨励賞
(長崎西 。生物部)

(長崎北陽台・生物部)

平成30年度

クットパレ‐ド賞
(西康Ⅲ吹

―
)

E良賞
(団成館・ 洩田部)

麟
(長 l癒東・ 個人)

E秀賞
(長崎日大・個人)

(長崎工業・新聞部)

優良賞
(長唸南・新聞部)

(西陵・新間部)

優汚賞

優秀賞
(長崎西・ 生物部)

8

平成29年度

ク。フトパレ‐ド賞
(□霞・ 吹美楽部)

集中―
(西陵・ けk楽楽部)

韓
(震

'盾

】とお個人)

6位
(島原・個人)

優良賞
(長崎東・ イ固人)

最優芳賞
(長崎工業・新聞部)

奨励賞
(長崎北陽台・ 生物部)

優秀賞
(長崎南・ 土橋l丁 イオク・

"―

フつ

8

部  門

パレiド

湊  劇

日本音楽

韓

マーテン

'バ
ンド

・パドントワリング

書  道

写  真

放  送

囲  碁

将  棋

弁  論

小倉百人一首かるた

自然科学

計

過去3年間の受賞状況 (コンクール形式〕

令和元年度

E芳賞
(大村・ 1国人)

(長崎菌・ l固人)

E良賞
(謙早・個人)

鞘］暉］］］制作奨励賞
(島原・放送部)

入選
(島原・ 放送部)

制作奨励賞
(長崎北・放送部)

10

平成30年度

祉ｍ鰤く大村．

入選

優良賞
(長崎西・個人)

入選

咄Ш判
軸鱒戦
制作奨励賞

(諌早農業・放送部)

制作奨励賞
(長崎南・ 放送部)

8

平成29年度

準優勝
(西陵・ 個人)

優良賞
(長崎商業・ 個人)

入選
(長崎東・ 1固人)

(西陵・ 個人)

(活水女子・ 個人)

人
　
人抑『ｍ『癌瞼皿岡朗蜘く諌早東．

10

嵩8    Pヨ

アナウンス

朗  読

テレビドキュメント

倉ll作ラジオドラマ

創作テレビドラマ

計

T15-



概 要

件  名

1.全国首等学校総合体育大会   _           l i
(1)開催県

鹿児:島県・熊本県・宮崎県・沖縄県・和歌山県 (ヨ ットのみ)

.(開
会式は、廊児島県 :`鹿児島アリーす)

(2)1大会愛称   「感動は無限大 南部九州総体 2019」

(3)ス 蔵―ガン  「琴かせろ 我らの魂 南の空へ」
.(4)開催期間   令和元年 7月 24自 (水)～ 8月 20日 (火)

(5)参加競技      30競 技  32種 目     ‐      、

(6)参加校・人数 49校  551名
(7)｀競技結果   別紙入賞者一覧参照

※ ( )は平成 30
2.全国高等学校定時割通信却体育大会

1)開催県 東京都・神奈川県・千葉県・静岡県

2)開催期間   令和元年 7月 28日 (日 )～ 8月 19日 (月 )

3)参力F競技   6競技

4)参加校・人数 う校 :63名
(5)競技結果  入真者はなし

団

優 勝

眸優勝

第 ョ位
ベス ト8

計

体

:   2

:   1

:   2

:   9

14

(  0)

(  1)

(  1)

(  6)

(  8)

個  人

優 勝  : 2( 1)
準優勝  : 2( ■)

第 3位  : 3( 1)
ベス ト8:10(19)

17:(22)

準優勝

第 3位
ベス ト8

計

１

０

０

０

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

一
〇

〇

〇

〇

4固

優 勝

準優勝̀

第 3位
ベス ト8

体 人団

優 勝

※ ( )は平成 30年度

報  告  事 1項 !(9)
体育保健課

-16-



20■9/8/20 確定

舵手
―

トルプル

儒

2争配石度目

弾

事鞘碇)a度目

沼強

―
精大

■Л:

車 早 E4
大 増 工 重

瀬■

願島

長 崎 覇 H
軍島

末 材 工 桑

長 崎 名 田 台

大 精 工 熱

二 樹 北 旧 台

瀬4

数 ・名

男

女

虫

宝

女

男

男

女

女

男

男

鶴 u

男

男

虫

'〔

トミ ン トン

ト示

ネ ツ ケ

フ ェ ン ラ プ`

',〔 レー
=エ

ル

遭剣

遭垂

遭弓

ア … チ ェ リ ー

山豊

Aン ト凛 ― ル

な ど な た

議

山豊

ッ フ ト駕 ― ル

範

S位

破

7位

転 卜8

2位

数

附

偏 考

ベスト8

ベストS

ベスト8

口己ヨ豪

S689点

15面20
12m63

■■3kg
3分46秒43

7m38
9分2■砂32
46m19
107kg

■30kg

3

3・ 3

3

3

2

3

3

3

2・2

2

3

2

3

3

3

3

氏 名

吉 翼 意 ひ ろ

池   田   塁

中 島 巧 `杉 本 一樹

齋 藤 璃 貴

廣 田 麟 太 郎

佐 伯 舞 子

小   森   翔

林 田 洋 翔

町田脩太・永湖離大

川  口  鈴  王

育 劇 鉄 色

魔 由 麟 太 郎

竹 下 魁 渡

相  川  瑠  伊

岳 野 祐 己

山   協   翔

著 野 祐 平

学 騒

長崎日大

劇蔵館

西海学四

蝉

諫早農業

島原

諌早嵐難

輔

長崎日大

島原

髄 日大

"
韓

妍

輔

長崎明議

大村圧業

韓

'ブ

,レス

8■kg級

個人

三風l跳

朝

S■kg機ス)yチ

iSOOm

″ ,レス

78kg超級

個 人

走幅蹴

3000■lFH曹

円盤授

5 5kg級 カ ーク

96kg観カ ーク

種 H

57kg猥

女

男

男

男

男

男

女

男

男

男

男

男

女

男

男

男

上塵

上陸

ウエイトリフテイング

ウエイトリフテインク

レ ス リ ン ク

上陸

′〔トミ ン トン

道柔

道剣

上陸

上腟

ウエイトリフテインク

上陸

′〔トミ ン ドシ

遭柔

ア ー チ ェ リ ー

上陸

覇 騒I順位

8位

4位

5位

6位

7位

偏 隣

2位

ゴ位

■4
8

■7
ク2

3■

8位

O

0
ヽ

0
5

7位

0
6

主

3

ユ

3

0

4
3

4
a

9
5

3
7

■2
■2

範

0
1

2
1

2
2

範

2
1

3
1

S
ク

2位

ユ

1

2
1

3
2

2
〔」

2

4
1

団体
rH30う

個人

舗

f‖ 30れ
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